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【学校教育目標】
清らかに たくましく

今年度第２回目の授業参観が，７月
１３日（水）の５校時に行われました。
お忙しい中、たくさんご来校いただき
ありがとうございます。
前回（４月）は，学級担任の授業を

見ていただきましたが，今回は，教科
担任による授業の様子を見ていただき
ました。（２Ｂは担任授業）
１Ａは理科，２Ａは社会，２Ｂは自
立活動，３Ａは英語の授業でしたが，
いかがだったでしょうか。
間もなく夏休みを迎えますが，夏休

みの前半には三者面談を予定しており
ます。その際には，学習や生活，進路
等について情報交換をさせていただき
ます。どうぞよろしくお願いします。

ＰＴＡと同日，７月１３日（水）の６校時に，小中ＰＴＡ意見交流会がありました。
本来であれば，コミュニティスクールの取り組みとして，地域の方々からもご参加いた
だき，多人数で行うべきところでしたが，コロナ禍ということもあり，今年度は，６年
生・中３生と小・中の保護者，小・中の教員だけでの実施となりました。
交流会では，それぞれが６つのグループに分か

れ，「メディアの適切な利用について」をテーマに
付箋を使って，率直な意見交換を行いました。小
中学生にとっては，身近で分かりやすいテーマだ
けに話し合いにも自然に熱が入っていました。最
終的には，各家庭や個人個人の判断によるところ
が大きいですが，だからこそしっかりした考えや
話し合いが必要だと考えています。そうした意味
でも，貴重な話し合いの時間でした。
参加したみなさん，遅くまで大変お疲れ様でし

た。今後もみんなで意見を出し合うことを大切にし
て，よりよい学校・家庭生活を築いていきましょう。

小中ＰＴＡ意見交流会の様子

１Ａ 理科 ２Ａ 社会

２Ｂ 自立活動３Ａ 英語



７月１１日（月）の３校時に，血中コレステロールを下げる働き
のある薬「スタチン」を開発した功績で知られる東由利出身の農芸
科学者，遠藤章博士について，全校で学ぶ講演会を開催しました。
講師は，遠藤博士の甥で，現在も東由利法内にお住まいの遠藤正

悦さんです。この日は，遠藤博士の生い立ちや功績，考え方や物事
の取り組み姿勢などについて，詳しい資料をもとに，大変分かりや
すくお話いただきました。素晴らしい功績の郷土の偉人について，
みんなでしっかりと学ぶことができました。
遠藤正悦様，お忙しい中ご講演いただきありがとうございました。
講演の様子（写真）と講演後の感想の一部を紹介します。

１年Ａ組 遠藤 玲奈 さん

今日、遠藤章さんの話を聞いて，自分が知
らなかったことをたくさん知ることができま
した。例えば、コレステロールの意味や「ス
タチン」の意味などです。章さんは，家族思
いで，すごくやさしいなと思いました。また、
すごく努力家で真面目だなと思いました。私
だったら，片道２時間の高校には行けないし，
こんなに勉強をしないから心の底からすごい
なと思います。
あと、野口英世さんみたいな博士になりた

いと思って，本当に実現できていることにび
っくりしました。受賞歴が日本よりも海外の
方が多かったのですごいと思いました。

２年Ａ組 渡辺 向日葵 さん

私は，遠藤章先生の力強い言葉が心に響き
ました。章先生は、東由利の自然という良さ
から，日本，海外を結ぶ薬（スタチン）を見
つけ出し、たくさんの人を助けてあげたとい
うことがとてもすばらしいと思いました。
また、それまでの努力というのは、私も見

習いたいと思いました。
大きなことに向かって，コツコツと努力を

積み上げていくのは大変だと思いますが、そ
れを最後まであきらめない姿勢が遠藤章先生
が残した証だと感じました。

３年Ａ組 遠藤 華菜 さん

遠藤章博士の講話を聞いて、改めて東由利
にとっての偉大な存在だなと認識することが
できました。ラスカー賞やガードナー賞を受
賞していたことは前から知っていたけど、そ
の他にも，こんなに多くの賞を受賞していた
ことにも驚きました。コンパクチン（スタチ
ン）という毎日４０００万人以上もの人に飲
まれている薬を作った人がこんなに身近にい
ることをとてもうれしく思います。また、発
見されてから何十年もたっているのに，まだ
いろんな病気の予防への可能性を研究され続
けていることもとても素晴らしいと思いまし
た。身近なものに興味をもち、それをここま
で研究する遠藤さんの行動力をぜひ見習いた
いです。自分も，常に努力を続けることを忘
れずに，これからもがんばっていきたいです。

講師の遠藤正悦さん

講演後の質問や感想発表の様子

遠藤 章 博士


